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研究成果の概要（和文）：　日本全国ならびに長野県伊那諏訪地方・静岡県大井川流域・富山県神通川流域など小地域
を対象に言語地理学的調査を実施した。その調査結果をもとに過去の方言分布と比較し，言語変化が方言分布の上でど
のように現れるのかを明らかにした。そのことで，方言がどのようにしてできるのかを考察した。
　その結果，方言分布は，従来，方言周圏論等で考えられてきたような連続的拡散で形成されるものではなく，一定の
領域をうめるように形成され，また，形成された領域は固定されるということが基本であることがわかった。調査・分
析の結果は，地図集ならびに論文として公表した。

研究成果の概要（英文）：We researched on whole Japan, Ina-Suwa region, Oigawa-basin and Jintsugawa-bsin 
with geolinguistic purpose. We clarified the formation process of dialects with comparing the 
contemporary distributions of dialects to the past maps.
We reached the conclusions that dialectal distributions formed with filling the areas, and after 
finishing to fill the area the distributions had fixed. This process we had gotten is different from the 
traditional theory which has thought the formation processes of dialectal distributions are continuous. 
The results of researches and analyses are published as atlases and papers.

研究分野： 言語地理学
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１．研究開始当初の背景 
(1)分布を説明する従来説 
 柳田国男（1930）『蝸牛考』（刀江書院）が
提唱した「方言周圏論」においては，歴史的
中央としての畿内・京都で繰り返し発生した
言語変化が順次，周囲に伝わり，その結果が
日本全国のマクロな分布に反映されている
とされる。柴田武（1969）『言語地理学の方
法』（筑摩書房）は，これが新潟県糸魚川地
方のようなミクロな世界でも成立するとし
て，方言周圏論を近代的に整備し，「隣接分
布の原則」ならびにそれを前提とする「周辺
分布の原則」を明らかにした。 
 以来，日本各地で詳細な言語地図が多数編
集され，そこに現れた分布に基づく言語変化
の解釈を中心に多くの研究が実施されてき
た（馬瀬良雄 1992『言語地理学研究』桜楓
社，徳川宗賢 1993『方言地理学の展開』ひ
つじ書房，など）。これら方言周圏論を核と
する理論に基づく研究においては，言語変化
は文化的中心地でおもに発生し，それが「地
を這うように」周辺部に伝播する（柴田武
1964「方言の分布と変遷」『言語学論叢』55
など）ことを前提とする。 
 一方，方言の分布成立においては，すべて
が中央からの変化の伝播に依存するもので
はないことが古くから論じられてきた。その
ひとつは「孤立変遷論」であり，言語変化は
各地で独立して起こることがあり，言語変化
において知られる一定の方向に従う場合，類
似の変化が離れた場所で発生する（楳垣実
1953「方言孤立変遷論をめぐって」『言語生
活』24）ことを想定する。また，「多元発生
仮説」では，語源に対する同等の発想があれ
ば異なる地域で同等の語形が存在しえると
する（長尾勇 1956「俚言に関する多元発生
の仮説」『国語学』27）。 
 これらの説は，方言周圏論に対峙するもの
ととらえられがちであるが，いずれにおいて
も展開される考え方は，方言周圏論そのもの
を否定するものではなく，分布のすべてが方
言周圏論で説明できるものではなく，それ以
外の説明理論も必要であることを提唱する
ものである。したがって，方言分布の形成に
おいては，「方言周圏論かそれ以外」という
択一ではなく，「方言周圏論とそれ以外」に
基づく説明が行われてきたことになる。 
(2)方言分布と言語変化 
 方言の分布ならびにそれを表す言語地図
は，ある特定時点における言語状況を静態的
にとらえたものである。言語地図によっては，
藤原与一（1974）『瀬戸内海言語図巻』（東京
大学出版会）のように複数世代を対象に地図
化するものもあるが，その場合でも世代相互
の地図間にある時間差は，同時代における相
対差であって，絶対時間の差があるわけでは
ない。この点において，多くの場合の言語地
図解釈というのは，静態的な分布をもとに一
連の方言周圏論（隣接分布の原則・周辺分布
の原則を含む）とそれを補う孤立変遷論や多

元発生仮説を用いながら，方言分布の中に見
られる言語変化（言語外的要因による交替・
同音衝突・類音牽引・混交・誤った回帰・民
間語源，言語内的要因による音韻変化・類
推・水準化・文法化など）を追究してきたこ
とになる。 
 このように方言分布は静態的であるもの
の，その中に動態が反映されていると考えら
れてきた。同時に現実の方言において，言語
変化が生じていることは多くの研究で明ら
かにされてきた。その多くは世代差に基づく
相対的時間差（見かけの時間差）でとらえら
れてきたが，山形県鶴岡市を対象とした国立
国語研究所（1974）『地域社会の言語生活』
（秀英出版）のように，特定地域を対象に絶
対的実時間の中で言語変化を把握する研究
もある。見出された方言の変化は，伝統的方
言が共通語に置き換えられていく共通語化
であることが多かった。共通語化の場合は，
中央からの伝播と言っても地理空間性はあ
まり有効ではないと考えられる。その点にお
いて，共通語化は分布と言語変化の関係を説
明するための従前の理論の対象外である。 
 ところが，さまざまな地域の言語変化がと
らえられる中で，すべてが共通語化ではない
ことも明らかになってきた。たとえば，上記
の鶴岡市の研究においても，格助詞サの用法
拡大のように共通語化では説明できないと
ともに方言内での一般的な言語変化（この場
合は，文法化）が実時間の中でとらえられて
いる。そのような言語変化が理論に従って分
布を変動させているのか。本研究のねらいは
ここにある。 
２．研究の目的 
 方言分布の実時間における経年変化を把
握し，そこに現れた分布の変動を説明する理
論の検証と構築を行うことを目的とする。 
中央で発生する順次の言語変化が周囲に

拡散することで分布が形作られたと考える
「方言周圏論」は，ほぼ定説として受け入れ
られている方言分布の形成理論である。ただ
し，そのような拡散により分布が実際に変化
するようすは今まで誰も把握していない。分
布の経年変化を捉えることで，理論に沿った
分布の変動が捉えられたなら，理論の正当性
を世界で初めて確認できたことになる。一方，
現実と理論の間に隔たりがあるなら，それを
補完する新たな理論の構築を行うことが必
要である。以上のように本研究においては，
現実データをもとにした検証と説明理論の
構築を行うことで日本の言語地理学を再構
築し，それを通して，言語変異の地理的分布
一般に対する考え方を再考するものである。 
３．研究の方法 
 実時間の間隔を置いた方言分布を比較す
る。この比較を通して，そこで発生した言語
変化がどのように分布変化として現れるか
をとらえる。このことにより，方言周圏論や
隣接分布の原則をはじめとする従来の理論
を検証するとともに，現実の変化を説明する



ための新理論の構築を行う。 
 現実には，実時間経年比較に耐えるデータ
は用意されていない。そのため，過去に方言
分布が明らかにされている地域について，現
在の方言分布を把握する。このことで過去と
現在の実時間内で発生した方言分布の変動
を実態としてとらえることになる。 
 対象地域は，地点数に限界はあるものの全
国規模，詳細な調査が可能な複数の地域（福
島県中通り地方，長野県伊那諏訪地方，富山
県庄川流域，富山県神通川流域，新潟県中越
地域，静岡県大井川流域など）で，過去に行
われたものとほぼ同等の条件で調査を実施
し（対象話者のみ 1～2世代更新），現在の方
言分布データを取得した。 
 地理情報システム（GIS）を活用して，と
らえた方言分布の変動を既知の分布理論と
照合し，その結果から帰納して，既知理論の
検証，新理論の構築を行った。 
 理論の検証・構築にあたっては，それらの
理論の普遍性を検討することが必要である。
その点において社会的また地理的特性を異
にする複数の地域・方言を対象にデータを求
めることで，理論の強化をはかることができ
た。 
４．研究成果 
(1)既知理論の検証 
 方言分布の実時間経年比較を行った結果，
方言周圏論や隣接分布の原則など，定説的に
扱われてきた既知理論にかなう事実は確認
できなかった。 
(2)新理論の構築 
 先行理論が検証されなかったことから，方
言形成についての新しい基本理論を立てる
に至った。方言（言語）は意思疎通のための
道具であるゆえ，社会で共有されるシステム
としての性格を強く有する。したがって，言
語変化はシステムとしての合理性，伝達道具
としての有効性を高めるために起こり，分布
の変化・形成にもそれが反映される。この理
論をもとに以下の仮説を構築し，検証した。 
①言語変化はいわゆる「中心地」に限らずど
こでも発生する。 
 全国規模で行った調査結果をもとにして，
中心性（都市性）と言語変化発生率の関係を
確認した結果，言語変化と中心性（都市性＝
人口密度により定量化）の間に関係は認めら
れず，言語変化はどこでも発生することが明
らかになった（ONISHI 2015）。 
②発生した変化は「放射状」に広がる必然性
はなく，任意の領域を埋めるように広がって
分布を形成する。 
 複数の地域ならびに対象から，言語変化が
もたらす分布変化は，任意の領域を埋めるよ
うに広がり，そのことで方言分布が形成され
ることが把握された（図 1）。 
③拡散は永続せず分布形成後に停止する。 
 任意の領域を埋めた後，分布は拡大を続け
ることなく，分布の変化は停止することが把
握された（図 2）。 

④伝達道具であるゆえ不変化が基本である。 
 経年比較を行うと，多くの項目で変化が起
こっていない。従来の考え方では，言語変化
が永続的であるようにとらえられてきたが，
むしろ不変化の状態が基本であるとすべき
である。 
⑤文法事項は語彙事項より変化の拡散範囲
が広い。 
 文法事項で発生した分布変化は，きわめて
広い範囲に及ぶことが把握された（図 3）。 
⑥文法事項は語彙事項より変化普及に時間
を要する。 
 図 3に現れる文法事項の言語変化は，50 年
近く前からその兆しが甲府市の子どもたち
の間に見られるという記述が確認される。そ
れにもかかわらず，その変化は分布には現れ
ていない。このことから地図上の分布として
文法の変化が顕在化するまでには長期化を
要することがわかる。 
 

図 1 領域を埋める変化の一例（ONISHI 2014） 
 
 

図 2 停止した分布変化（ONISHI 2016） 
 



図 3 推量辞の変化（ズラ→ダラ：ONISHI2014） 
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